
第１回 庄内中高一貫校（仮称）教育基本計画策定委員会 

 

令和元年７月 11日(木) 13:00～ 

県庁 ７階 701会議室 

 

 

 

 

次  第 

 

１ 県教育委員会あいさつ 

２ 委員紹介 

３ 報告 

(1) 山形県中高一貫教育校設置構想及び田川地区の県立高校再編整備計画（第２ 

次計画）における庄内中高一貫校（仮称）について 

(2) 保護者等説明会 結果概要について 

(3) その他 

４ 協議 

(1) 庄内中高一貫校（仮称）教育基本計画策定委員会の検討組織（案） 

(2) 庄内中高一貫校（仮称）教育基本計画策定委員会の検討内容（案）  

及び検討計画（案） 

(3) その他 

５ 意見交換 

６ 連絡 

(1) 次回の開催について 

(2) その他 

 

 



第 1回庄内中高一貫校(仮称)教育基本計画策定委員会 出席者名簿 
 

  職  名 氏  名 備考 

委 員 長 県教育庁教育次長（高校） 須 貝 英 彦 

 

副委員長 県教育庁総務課長 中 川   崇 

 

委  員 山形大学農学部副学部長 村 山 秀 樹 

 

〃 鶴岡市副市長 山 口   朗 

 

〃 鶴岡市教育委員会教育長 布 川   敦 

 

〃 鶴岡市立鶴岡第一中学校長 菅 原 弘 昭 

 

〃 酒田市立第六中学校長 齋 藤 要 一 

 

〃 庄内教育事務所長 寺 嶋 一 郎 

 

〃 県立鶴岡南高等学校長 石 川 真 澄 

 

〃 県立鶴岡北高等学校長 佐 賀 井 仁 

 

〃 県教育庁総務課施設整備主幹 吉 川   隆 

 

〃 県教育庁教職員課長 那 須 隆 秀 

 

〃 県教育庁義務教育課長 竹 田   啓 

（代理） 

県教育庁義務教育課

課長補佐 佐藤 元 

〃 県教育庁高校教育課長 片 桐 寛 英 

 

 



田川地区の県立高校再編整備計画（第２次計画）及び庄内中高一貫校（仮称）に係る 

保護者等説明会 結果概要について 

高校教育課 

１ 概要 

会 場 期 日 場 所 参加者 

鶴岡市会場 ７月１日(月) 鶴岡市第三学区コミュニティセンター 111名 

酒田市会場 ７月２日(火) 酒田市総合文化センター 38名 

三川町会場 ７月４日(木) 三川町立公民館 21名 

庄内町会場 ７月８日(月) 庄内町文化創造館響ホール 41名 

遊佐町会場 ７月５日(金) 遊佐町生涯学習センター 12名 

合 計   223名 

 

２ 質疑応答及びアンケートへの記述の主な内容 

【理念等】 

○ 中高一貫教育校の理念等を明確にしてほしい 

○ 優秀な人材育成、高いレベルの高等教育への進学指導のためには、中高一貫教育校が

必要だ 

【教育課程】 

○ 中学校での高校分野の先取り学習をする場合、高校から入学する生徒との進度差を配

慮してほしい 

○ 地域の特色を生かした教育理念のもと、充実した教育課程を検討してほしい 

○ 中高一貫教育校が目指す教育を、現行中学生・高校生にもフィードバックしてほしい 

【開校年度】 

○ 開校年度の決定時期を早く示してほしい 

○ 地域の期待も大きく、早期の開校をお願いしたい 

【入学者選抜】 

○ 適性検査は必要だが、受験競争が過熱化しない方法も検討してほしい 

○ 適性検査を行わず、作文、面接、グループワークなどにより、児童の人間性をみる選

抜方法も検討してほしい 

○ プレゼンなどの導入を検討してほしい 

○ 子どもの貧困、学習支援を要する子どものための特別枠を設けてほしい 

【通学方法】 

○ スクールバスを運行してほしい 

【その他】 

○ 人間関係におけるトラブルの長期化、中だるみの長期化、落ちこぼれや人脈が広がら

ないなどの懸念があるので、対応してほしい 

○ 県立中学校が一つ増えることによって、周辺の中学校への影響があるので、対応を検

討してほしい 

○ 部活動の在り方について、様々な方法を検討してほしい 

○ 今後も、各地域で、説明会を開催してほしい 

○ 開校時に高校２・３年生となる鶴岡南、鶴岡北の生徒への対応を示してほしい 

○ 将来的に、酒田市にも中高一貫教育校を設置してほしい 

別添 


